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な
史
料
を
伎
町
興
す
る
事
に
も
な
ろ
う
。

本
論
は
以
上
の
鮎
を
ふ
ま
え
て
、
地
同
の
新
解
稗
を
示
し
、
都
市
附
解
舗
網
法

の
開
拓
を
め
ざ
す
も
の
で
あ
る
が
、
手
順
と
し
て
ま
ず
蘇
州
の
刷
浸
透
を
地
附
か

ら
読
み
と
る
事
を
試
み
る。

明
末
清
初
、
江
南
郷
紳
の
権
力
構
造
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勝

守

今
日
、
明
消
史
研
究
に
お
い
て
は
、

郷
紳
論
あ
る
い
は
郷
紳
問
題
を
取
り
上

げ
る
こ
と
が
極
め
て
摘
ん
で
あ
り
、
一

種
の
流
行
の
感
を
呈
し
て
い
る
。
し
か

し、

郷
紳
問
題
が
関
係
す
る
と
こ
ろ
と
言
え
ば
、
園
家
政
治
か
ら
地
域
祉
曾
の

運
営
に
至
る
ま
で
の
、
各
段
階
に
お
け
る
徴
税

・
治
安
維
持

・
削
際
救
仙

・
裁

判
数
化
、
さ
ら
に
は
市
場
支
配
や
世
論
指
噂
等
々
と
言
っ
た
、

筏
め
て
庶
範
囲

に
わ
た
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
、
こ
の
附
代
の
研
究
者
は
ど
の
よ
う
な
テ

ー
マ
を
扱
っ
て
も
、
必
ず
や
郷
紳
の
問
題
と
結
び

つ
く
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
れ

だ
け
に
、
郷
紳
と
か
そ
の
政
治
的
批
合
的
存
在
の
表
現
た
る
郷
紳
支
配
な
る
も

の
の
紙
念
規
定
や
、
機
能

・
役
割
一
静
岡
恨
の
特
徴
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
研
究

者
に
よ
り
擬
々
な
事
例
が
抽
出
さ
れ
、

そ
れ
に
よ
り
人
ご
と
に
か
な
り
興
な
る

理
解
が
な
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た、

具
鰹
的
問
題
を
提
起
す
れ
ば
、
明
後

期
に
登
場
し
た
郷
紳
存
在
は
、
清
朝
悶
家
の
中
で
全
面
的
に
開
花
す
る
と
い
う

が
、
こ
の
こ
と
は
い
か
な
る
歴
史
事
象
に
印
し
て
説
明
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う

か
。
本
報
告
は
、
一
般
に
「
郷
紳
の
縦
」

「
官
府
の
把
持
」
と
い
わ
れ
る
事
態

を
、
明
末
、
常
烈
の
銭
謙
盆
に
削
到
す
る
「
民
」
の
訴
え
と
、
清
初
康
照
中
葉
に

お
け
る
見
山
徐
乾
撃
に
削到
す
る
訴
訟
事
件
と
の
二
事
例
に
つ
い
て
、

具
惚
的
に

究
明
す
る
こ
と
に
努
力
し
な
が
ら
、
江
南
郷
紳
の
檎
力
構
造
の
一
つ
の
型
を
明

ら
か
に
し
て
み
た
い
。

資

料

「

張
潔
儒
疏
稿
」
他

(『
良
陽
説
苑
甲
編
』
)

「
徐
乾
厚生ザ
被
控
吠
」
(『
文
献
叢
編
』
四

・
五
〉

『
史
記
』
の
構
成
と

「
易
」
の
思
想

上

早

ー争+ー
問

田

『
史
記
』
は
古
代
の
人
々
が
共
通
し
て
持
っ

て
い
た

認
識
方
式
l
生

(
創

造
)
と
死

(破
滅
)
と
が
永
遠
に
繰
り
返
え
さ
れ
る
ー
に
も
と
づ

い
て
歴
史
を

記
述
し
て
お
り
、
そ
れ
は
循
政
史
観
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い。

太
古
の
出
向
帝

(土
徳
)
よ
り
始
ま

っ
た
歴
史
は
、
木
徳
の
夏
、
金
徳
の
殿
、
火
徳
の
周
、

水

徳
の
楽
と
王
朝
が
交
代
す
る
が
、
王
朝
滅
亡
の
原
因
を
洪
水
や
暴
虐
と
み
な
し

て
い
る
の
も
、
民
開
設
話
に
普
通
的
に
見
ら
れ
る
パ

タ
ン
で
あ
る
。
始
皇
の
暴

虐
に
よ

っ
て
最
大
の
カ
タ
ス
ト
ロ
フ

(
破
局
)
を
迎
え
、
こ
こ
に
茨
帝
以
来
の

文
化
は
牽
く
滅
亡
す
る
。

し
か
し
こ
の
カ
オ
ス
(
混
沌
〉
の
状
況
か
ら
や
が
て

高
祖
劉
邦
が
出
現
し
、
蛇
を
斬
っ
て
コ
ス
モ
ス

(秩
序
)
へ
と
材
料
換
し、

中
園

は
再
生
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

『
史
記
』
の
作
者
は
上
古
の
資
帝
よ
り
始
め
て

一

巡
し
て
再
び
土
徳
に
戻
っ

た
今
上
武
帝
の
太
初
元
年
に
至
る
一
周
期
の
通
史
を

著
そ
う
と
し
た
の
で
あ
り
、
従
っ
て
古
典
帝
と
武
帝
と
の
事
蹟
に
は
類
似
す
る
と

こ
ろ
が
き
わ
め
て
お
お
い
。
王
朝
の
交
替
を
五
行
に
あ
て
て
説
明
す
る
の
は
、

五
行
相
勝
説
と
さ
れ
て
い
る
が
、
し
か
し
司
馬
遜
は

「
易
は
天
地
陰
陽
四
時
五
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行
を
著
わ
す
、
故
に
幾
に
長
ず
」
(
「
太
史
公
自
序
L

〉
と
あ
る
ご
と
く
、
易
の

う
ち
に
五
行
を
も
含
め
て
理
解
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
『
史
記
』
は
貰
老
と
こ

の
五
行
を
も
含
め
た

「
易
」
の
思
想
に
も
と
づ

い
て
編
纂
さ
れ
て
い
る
が
、

『
史
記
』
全
健
の
構
想
は
易
と
道
論
(
道
家
資
老
)
と
を
翠
ん
だ
と
す
る
司
馬

談
が
打
ち
出
し
た
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。

敦

埋

・
吐
魯
番
の
古
代
土
地
制
度
を
め
ぐ
っ
て

池

温

田
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中
圏
西
陸
の
敦
煙

・
吐
魯
番
二
地
方
に
つ
い
て
は
、
塑
富
な
文
書
資
料
の
解

讃

・
分
析
を
通
じ
、
正
史
以
下
の
侍
存
文
献
で
は
到
底
窺
い
得
ぬ
古
代
の
土
地

所
有
・
耕
管
の
具
穏
的
デ
l
タ
が
知
ら
れ
、
均
田
制
の
施
行
や
租
佃
制
の
質
態

な
ど
重
要
な
問
題
に
照
明
が
あ
て
ら
れ
多
く
の
議
論
が
集
中
し
て
き
た
こ
と
は

周
知
の
通
り
で
あ
る
。

近
年
新
出
文
書
も
加
わ
り
地
域
の
事
情
も
お
い
お
い
明
瞭
に
な
っ
て
く
る

と
、
雨
地
の
土
地
制
度
を
客
観
的
に
許
償
し
そ
の
地
方
的
特
質
を
正
し
く
位
置

付
け
る
方
向
が
笛
然
要
請
さ
れ
る
。
本
報
告
は
そ
の
た
め
の
さ
さ
や
か
な
こ
こ

ろ
み
で
あ
る
。

大
谷
文
書
の
欠
田
・
退
団
・
給
田
簿
等
に
よ
り
、
開
元
末
年
西
州
高
昌
豚
(
吐

魯
番
)
で
均
田
制
の
田
地
選
授
が
ひ
ろ
く
貫
施
さ
れ
て
い
た
と
認
め
る
遁
説
(
西

嶋
定
生
・
西
村
元
佑

・
仁
井
田
陸

・
堀
敏
一

・
楊
聯
陸

・
0
・、

H
a
f
z
Z
3等
)

に
劉
し
、
根
本
か
ら
疑
問
を
呈
し
そ
れ
を
屯
田
文
書
と
み
な
す
宮
崎
市
定
説
に

つ
い
て
、

今
日
の
知
見
に
立
っ

て
再
検
討
を
試
み
る
こ
と
は
、
こ
の
地
の
給
田

制
の
特
徴
を
理
解
す
る
に
有
盆
な
作
業
と
な
ろ
う
。

次
に
吐
魯
番
と
教
爆
の
土
地
制
度
の
差
異
(
回
種

・
租
佃
普
及
度

・
公
機
の

介
入
程
度
等
)
を
と
り
あ
げ
そ
の
背
景
を
考
え
て
み
た
い
。

な
お
敦
爆
で
は
八
世
紀
末
か
ら
数
十
年
間
吐
蕃
に
占
領
さ
れ
た
が
、
そ
こ
で

基
準
箪
位
ド
ル
(突
、
一

O
畝
)
に
よ
る
団
地
計
量
、
分
給
、

課
税
が
行
わ

れ、

後
の
錦
義
軍
時
代
の
文
書
に
頻
出
す
る
土
地
匡
劃
「
畦
」
の
記
載
に
ま
で

影
響
が
及
ん
だ
と
み
ら
れ
る
貼
も
、
敦
爆
の
土
地
制
度
の
特
殊
性
を
示
し
て
い

る。

一
六
八
六
年
の
マ
ド

ラ
ス
「
ブ
ラ
ッ
ク
タ
ウ

ン」

事
件
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重

松

イ申

司

一
六
八
六
年
一
月
、
マ
ド
ラ
ス
市
(
マ
ド
ラ
ス
パ
ッ
ト
ナ
ム
)
の
イ
ン
ド
入

居
住
匿
H
ブ
ラ
ッ
ク
タ
ウ
ン
で
、
突
如
諸
カ
l
ス
ト
集
闘
に
よ
る
ハ
ル
タ
ー
ル

(
一
勢
罷
業
)
が
起
こ
っ
た
。
こ
の
蜂
起
は

マ
ド
ラ
ス
の
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド

舎
一
粧
を
大
い
に
驚
か
せ
た
が
、
わ
ず
か
数
日
に
し
て
終
熔
し
て
し
ま
っ
た
。

世
間
時
東
イ
ン
ド
曾
祉
は

ゴ
ル
コ

ン
ダ
の
ム
ス
リ
ム
領
主
と
針
立
し
て
お
り
、

商
館
都
市
の
城
壁
構
築
の
必
要
に
迫
ら
れ
、

そ
の
費
用
捻
出
と
い
う
名
目
で
イ

ン
ド
人
に
針
し
て
新
税

Z
E認
、
H
，

Z
を
賦
課
し
た
。
こ
の
新
税
へ
の
反
射
が

蜂
起
の
愛
端
で
あ
っ
た
。
し
か
し
蜂
起
は
問
中
な
る
反
税
運
動
と
は
異
な
る
性
絡

を
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
新
興
都
市
マ
ド
ラ
ス
に
集
積
し

た
、
イ
ン
ド
人
商
人
及
び
織
布
工
を
中
心
と
す
る
ギ
ル
ド
蜂
起
で
あ
り
、
ギ
ル


